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 基本数値について一通りご説明しました。（前回までのリポート参照）なぜこれを知っておかなけ

ればならないのかというのは、言うまでもないことですが変化日を知る為です。 
 変化日を知る方法はもう一つあります。対等数値と呼ばれるものです。これから何回かに分けて少

しずつご説明していきます。 
 まずは、この言葉から覚えておいて下さい。「過去の相場に費やした日柄は今後の相場に強く影響
する」。 
 言葉通り、過去の相場に費やした日柄は今後の相場にも何らかの形で強い影響をもたらすという意
味です。 
 たとえば、直近の安値から高値までの日柄が１２週とすれば、その１２週という日柄がやがてどこ
かで出てくる可能性がある。今度はその高値から次の安値までが１２週かもしれませんし、高値から

次の高値までが１２週かもしれません‥‥‥。 
 とにかく、過去の相場に現れた日柄がやがてどこかで出てくる!! という理論であるわけです。こ
のことを良くご理解いただいた上で 6807 航空電子のチャートをご覧下さい。 
                                  次回に続きます 

（無料テレフォンサービス）やさしいチャート教室 ０３－３６６９－５５５２） 
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 


